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《10月27日から11月9日までは、第79回読書週間です。》

この機会に、いつもとは違うジャンルの本を手に取ってみませんか？

今月は、大人の方も楽しめる児童書や絵本をご紹介いたします。

図書館の情報発信中!!

【今月のテーマ】大人の方に読んでほしい児童書

作品紹介

『ＰＩＨＯＴＥＫ－北極を風と歩く－』荻田泰永／文 井上奈奈／絵 講談社【東西】

日本絵本賞大賞。北極と南極を１万km以上踏破した現役北極冒険家が見ている世界とは？

『くままでのおさらい』井上奈奈／絵と文 ビーナイス【東西】

特装版は世界で最も美しい本コンクール銀賞受賞。

『ウラオモテヤマネコ』井上奈奈／絵と文 ＫＩＳＳＡ ＢＯＯＫＳ【東西】

ウラオモテヤマネコの仕事は、裏の世界と表の世界を旅することなんです。

『ちょうちょうなんなん』井上奈奈／作 あかね書房【東西】

～まいづる親善大使 井上奈奈さん～

「絵本を作るワークショップ」開催 🏴先着15名（中学生以上）

日時：11月15日（土）14：00～16：00

※申込期間：10月11日～11月14日（西図書館の窓口かお電話で）

まいづる親善大使の井上奈奈さんをお招きし、「自分の大切なもの」を

テーマに絵本を作るワークショップを開催いたします。

奈奈さんの貴重な経験談や参加者同士の発表などを通じて、交流を深めませんか？

【所蔵館】

～各種受賞作品～

『クジラがしんだら』江口絵理／文 かわさきしゅんいち／絵 童心社【西】

第56回講談社絵本賞などを受賞。死んだクジラはどこへいくのか…。

『つみきのいえ』加藤久仁生／絵 平田研也／文 白泉社【東】

日本映画として米国アカデミー短編アニメ賞、絵本部門でフランスのソルシエール賞を受賞。



HP：https://opac.libcloud.jp/maizuru-lib/

東図書館 西図書館
☎62－0190（木曜休館) ☎75－5406（月曜休館）
10：00～18：00（金曜は19：00まで） 10：00～18：00（火曜は19：00まで）

『魔女の宅急便』シリーズ全６巻 角野栄子／作 福音館書店【東西】

シリーズ完結編の「魔女の宅急便 その６－それぞれの旅立ち－」では、結婚したキキと

とんぼの間に、こどもも生まれています。

『星の王子さま』サン・テグジュペリ／作 内藤濯／訳 岩波書店【東西】

『ワンダー』Ｒ.Ｊ.パラシオ／作 中井はるの／訳 ほるぷ出版【東西】

トリーチャーコリンズ症候群という顔に先天性の疾患があるオギー。夏のキャンプでとある

事件が起きて…。絆、優しさ、思春期の子どもたちの心境の変化にも注目です。

『トムは真夜中の庭で』フィリパ・ピアス／作 高杉一郎／訳 岩波書店【東西】

『秘密の花園』Ｆ.Ｈ.バーネット／作 猪熊葉子／訳 福音館書店【東西】

『モモ』ミヒャエル・エンデ／作 大島かおり／訳 岩波書店【東西】

『精霊の守り人』上橋菜穂子／作 二木真希子／絵 偕成社【東西】

TVでも人気を博したファンタジー小説。異界と人の世界が交錯する世界が舞台。

国際アンデルセン賞、翻訳版はアメリカでバチェルダー賞オナー（注目作）を受賞。

『Ｎｏ．６』シリーズ全９巻 あさのあつこ／著 講談社【東西】

近未来SFシリーズ。絶滅の危機に直面した人類は、６つの土地に人工都市を建設。

保証された安全な暮らし…しかし、その実態とは？最終刊の発売から14年！！

待望の続編『NO.6再会 #2』は、この９月に発売されたばかりです。

～読み継がれるロングセラー～

～読み応えあるシリーズもの～

『死ぬのは、こわい？（よりみちパン！セ）増補新版』徳永進／著 新曜社【東】

鳥取のホスピス「野の花診療所」を開業する著者。様々な最期を見届ける中で、生きることや死ぬ

ことについて見つめなおす、デス・エデュケーション。

『消えたモナ・リザ』ニコラス・デイ／作 千葉茂樹／訳 小学館【西】

１９１１年モナ・リザが、ルーブル美術館から盗まれた。実際にあった事件をミステリータッチで

暴いていくノンフィクション作品。

『キミの一歩アフリカ－ゾウを食べるにはひと口ずつ－』

味田村太郎／文 あかね書房【西】

海外に在住した著者が体験した等身大のエッセー。アフリカの各国を舞台に、色々な社会問題、環

境活動を通じて力強く生きる姿や希望を描いています。

～ノンフィクションやエッセーなど～
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